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■　フルカウルの取付け

　　1）　　アッパーステーのバックミラー部のゴムベースは取り外し、
　　　　表から付属の　Ｍ５ウエルナット（写真②）を挿入し、
　　　　カウル表から付属のボタンキャップボルト(Ｍ５×20)と　　　 ①
　　　　ステンワッシャにて取り付けます。　
　　　　
　　　　（穴はミラー取付け穴の後ろ側です。（写真①矢印））

　　　　　注）　ノーマルエアーダクトには対応していません。オリジナルに交換してください。
　　　　　　
　　　　　ウエルナット表のカラーと、内部ナットが当たり、 　②
　　　　固い手ごたえが出るまでしっかり締めてください。
　
　　　　　ステーの後端（ノーマルではスクリーンと共締め部）は、
　　　　使用しません。

　　2）　　サイドパネルＲ/Ｌは、付属のボタンファスナーとプラワッシャーにて
　　　　 アッパーカウルに取り付け、キャップボルト（Ｍ６×２０）とステンワッシャー
　　　 　にてフレームサイドに固定します。 　　　③
　　
　　3）　　アンダーカウル右後ろは、付属のボタンキャップボルト
　　 　　（Ｍ5×10）とワッシャにてフレーム右下部に取り付けます。

　　４）　　アンダーカウル左後ろは、付属のステー（写真③）をシフトシャフト横
　　　　　に取り付け（ボルトを一旦外し、ステーを共締め）、付属のＭ５ウエルナット
　　　　　を挿入し、キャップボルト（Ｍ５×２０）とワッシャーにて取り付けます。

※　ストリートは、写真③－１のステーを、サイドスタンド部 　　　③-1
　　プレート（矢印）に、付属のボタンキャップボルトＭ６×１５
　　にて取り付けます。

（お願い）　アンダーカウルのマフラーと接近している部分には、必ず、断熱材を
　　　　　　貼ってください。（断熱材は、お客様でご用意ください。）

　
（注意）　このカウルは、ノーマルラジエーター対応です。 　　④
　　　　　ラジエーターを変更している場合は、カットが必要になる場合があります。
　　　　　 アンダーカウルは全てのマフラーに対応している訳ではありません。
　　　　　 マフラーの種類によっては、カット、その他加工が必要
　　　　　になる場合があります。

■　シートの取り付け

　　1）　　ガソリンタンク両サイドのプラスチックカバーは、先から１３０㎜　カット
　　　　 して下さい。（写真④のマスキング部）
　
　　２）　　シートレールに、付属のアルミ六角カラーボルト（写真⑤の右手）、　⑤
　　　 　Ｍ６ウエルナット（写真⑤の左手）、ステー（写真⑤矢印）を取り付けます。
         （ノーマルグロメットは先に取り外しておきます。）

　　　　注）　アルミ六角ボルトは、かじり防止の為に、グリス塗付の事。
　　　　　　また、折れやすいので締めすぎ注意。

　　３）　　バッテリー上にインナーベースを被せ、後ウエルナット部は付属の　　
　　　　　トラスビス（Ｍ6×25）、前側はトラスビス（Ｍ６×１５）にて
　　　　　固定します。　　　　　

　　　　注）　ウエルナット表のカラーと内部ナットが当たり、 ⑥
　　　　　　固い手ごたえが出るまでしっかり締めて下さい。

　　　４）　　シートカウル本体を取り付け、後ろ側は付属のキャップボルト
　　　　　（Ｍ６×１５）とステンワッシャー、前側はキャップボルト（Ｍ６×２０）と
　　　　　ステンワッシャーにて固定します。

　　５）　　座面は、付属のキャップボルト（Ｍ６×２０）とステンワッシャー
　　　　　にて取り付けます。

　　６）　　ウラブタは、ノーマル同様、マッドガードのスリットに差し込み、　　
　　　 　付属のボタンファスナーとプラワッシャーにて取り付けます。

クレバーウルフ・レーシング 仕様等は予告なく変更する事があります。


